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RV34xシリーズルータでのサービス管理の設定 
目的
 

ルータは、サービスとそのポートのリストをサービス管理テーブルに保持します。サービス
管理を使用すると、管理者はサービスを作成、編集、および削除できます。サービスは、フ
ァイアウォールルール、帯域幅管理、ポート転送、およびその他の機能で使用されます。
 
このドキュメントでは、RV34xシリーズルータのサービス管理設定の管理方法について説明
します。
  

該当するデバイス
 

RV34xシリーズ
  

[Software Version]
 

1.0.01.16
  

サービス管理の設定
 
サービスの追加
 

ステップ1：ルータのWebベースのユーティリティにログインし、[System Configuration] >
[Service Management]を選択します。 
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ステップ2:[Service Table]で[Add]をクリックして、サービスを追加します。
 

 
ステップ3:[アプリケーション名]フィールドに、アプリケーションの名前を入力します。
 
注：この例では、アプリケーション名がVOIPに設定されています。
 

 
ステップ4：プロトコルドロップダウンリストから、アプリケーションで使用するプロトコ
ルを選択します。次のオプションがあります。
 

All：すべてのプロトコルが使用されます。
TCP:Transport Control Protocol(TCP)は、アプリケーションからネットワークにデータを送信
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するために使用されます。TCPは通常、情報転送が完了し、パケットがドロップされないア
プリケーションに使用されます。TCPは、インターネットパケットの再送信が必要なタイミ
ングを決定し、すべてのパケットが正常に転送されるまでデータフローを停止します。
UDP：インターネットプロトコル(IP)に基づくクライアント/サーバネットワークアプリケー
ションに使用されるプロトコル。 このプロトコルの主な目的は、VOIP、ゲームなどのライブ
アプリケーションです。データフロー制御の形式がなく、コリジョンやエラーは修正されな
いため、UDPはTCPよりも高速です。UDPは速度を優先します。
TCP&UDP：このプロトコルはTCPとUDPの両方を使用します。
IP：インターネットプロトコル(IP)は、コンピュータネットワーク上でデータを交換するため
に使用されるパケットベースのプロトコルです。IPは、アドレッシング、フラグメンテーシ
ョン、再構成、およびプロトコルの逆多重化を処理します。
ICMP:Internet Control Message Protocol(ICMP)は、エラーメッセージを送信するプロトコル
で、ネットワーク内のエラー処理を担当します。このプロトコルを使用して、ネットワーク
でパケットの配信に問題が発生したときに通知を取得します。
 

 
注：この例では、TCPが選択されています。
 
ステップ5:[Port Start/ICMP Type/IP Protocol]フィールドに、サービスとプロトコルで使用さ
れるポート番号を入力します。
 
注：ポート番号は3つの範囲に分割されます。[Well Known Ports]の範囲は0 ～ 1023、
[Registered Ports]の範囲は1024 ～ 29151、[Dynamic and/or Private Ports]の範囲は49152
～ 65535です。サービスでエフェメラルポートのの自動割の割割り当り当り当当て用用用ダ
イナミックポートまたはプライベートポートの範囲から取得します。サービスに特定の権限
が必要で、インターネット割り当て番号局(IANA)によって割り当てられた登録済みポートア
クセスを要求する場合は、登録済みポートの範囲からポート番号を選択します。場合によっ
ては、サービスにスーパーユーザ権限があり、ネットワークソケットにIPアドレスへのバイ
ンドを要求する場合は、[Well Known Ports]の範囲からポートを選択します。
 
注：この例では、5060 が使用されます。
 



 
ステップ6:[Port Endfield]に、プロトコルに関連付けられたポートの終了範囲を入力します
。
 
注：この例では、5061 が使用されます。
 

 
ステップ7:[Apply]をクリックします。
 



 
これで、RV34xシリーズルータにサービスが正常に追加されました。
 

  
サービスの編集
 

ステップ1：サービステーブルで、変更するサービスのチェックボックスをオンにします。
 
注：この例では、VOIPがチェックされています。



 
ステップ2:[Edit]をクリックします。
 

 
ステップ3：必要なフィールドを適宜更新します。
 
注：この例では、プロトコルは[All]に変更されています。
 



 
ステップ4:[Apply]をクリックします。
 

 
これで、RV34xシリーズルータのサービスが正常に編集されたはずです。
  

サービスの削除
 

ステップ1：サービステーブルで、削除するサービスのチェックボックスをオンにします。
 



 
ステップ2：サービスを削除するには、[削除]をクリックします。
 

 
ステップ3:[Apply]をクリックします。
 



 
これで、RV34xシリーズルータのサービスが正常に削除されたはずです。
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